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一 般 会 計 

議案第２号 

令和４年度釧路市一般会計予算 

 

令和４年度釧路市の一般会計の予算は、次に定めるところによる。 

（歳入歳出予算） 

第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ９５，１００，０００千円と定める。 

２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予算」

による。 

 （債務負担行為） 

第２条 地方自治法第２１４条の規定により債務を負担する行為をすることができる

事項、期間及び限度額は、「第２表 債務負担行為」による。 

（地方債） 

第３条 地方自治法第２３０条第１項の規定により起こすことができる地方債の起債

の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、「第３表 地方債」による。 

（一時借入金） 

第４条 地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金の借入の最高額は、

２５，０００，０００千円と定める。 

 

 

  令和４年２月２５日提出 

 

 

釧路市長 蝦 名 大 也   
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第１表　　歳　入　歳　出　予　算

　　　 歳　入

金 額
千円

1 市 税 20,817,412

1 市 民 税 8,808,301

2 固 定 資 産 税 8,523,140

3 軽 自 動 車 税 436,133

4 市 た ば こ 税 1,549,109

5 鉱 産 税 18,976

6 入 湯 税 121,635

7 都 市 計 画 税 1,360,118

2 地 方 譲 与 税 738,875

1 地 方 揮 発 油 譲 与 税 149,000

2 自 動 車 重 量 譲 与 税 464,000

3 森 林 環 境 譲 与 税 79,875

4 特 別 と ん 譲 与 税 37,000

5 航 空 機 燃 料 譲 与 税 9,000

3 利 子 割 交 付 金 11,000
1 利 子 割 交 付 金 11,000

4 配 当 割 交 付 金 41,000
1 配 当 割 交 付 金 41,000

5 株 式 等 譲 渡 所 得 割 交 付 金 44,000
1 株式等譲渡所得割交付金 44,000

6 法 人 事 業 税 交 付 金 276,000
1 法 人 事 業 税 交 付 金 276,000

7 地 方 消 費 税 交 付 金 4,230,000
1 地 方 消 費 税 交 付 金 4,230,000

8 ゴ ル フ 場 利 用 税 交 付 金 8,700
1 ゴ ル フ 場 利 用 税 交 付 金 8,700

9 環 境 性 能 割 交 付 金 64,000
1 環 境 性 能 割 交 付 金 64,000

10 地 方 特 例 交 付 金 136,174
1 地 方 特 例 交 付 金 127,295

2 新型コロナウイルス感染症対策 8,879

2 地 方 税 減 収 補  特 別 交 付 金

11 地 方 交 付 税 25,240,000
1 地 方 交 付 税 25,240,000

12 交 通 安 全 対 策 特 別 交 付 金 22,000
1 交通安全対策特別交付金 22,000

款 項

一 般 会 計
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金 額
千円

13 分 担 金 及 び 負 担 金 589,610
1 分 担 金 15,815

2 負 担 金 573,795

14 使 用 料 及 び 手 数 料 2,543,067

1 使 用 料 1,934,890

2 手 数 料 608,177

15 国 庫 支 出 金 20,628,471

1 国 庫 負 担 金 17,633,631

2 国 庫 補 助 金 2,949,149

3 国 庫 委 託 金 45,691

16 道 支 出 金 6,035,138

1 道 負 担 金 4,568,290

2 道 補 助 金 1,077,527

3 道 委 託 金 389,321

17 財 産 収 入 278,774

1 財 産 運 用 収 入 171,836

2 財 産 売 払 収 入 106,938

18 寄 附 金 2,002,421

1 寄 附 金 2,002,421

19 繰 入 金 1,830,027

1 特 別 会 計 繰 入 金 28,954

2 基 金 繰 入 金 1,801,073

20 繰 越 金 1

1 繰 越 金 1

21 諸 収 入 3,090,611

1 延 滞 金 及 び 加 算 金 30,002

2 預 金 利 子 161

3 貸 付 金 元 利 収 入 2,390,310

4 受 託 事 業 収 入 10,150

5 雑 入 659,988

22 市 債 6,472,719

1 市 債 6,472,719

95,100,000歳 入 合 計

款 項

一 般 会 計
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　　　 歳　出

金 額
千円

1 議 会 費 321,761

1 議 会 費 321,761

2 総 務 費 6,318,475

1 総 務 管 理 費 6,028,337

2 徴 税 費 133,972

3 選 挙 費 146,401

4 監 査 委 員 費 9,765

3 民 生 費 33,153,555

1 社 会 福 祉 費 7,359,814

2 老 人 福 祉 費 666,428

3 児 童 福 祉 費 9,501,096

4 生 活 保 護 費 12,724,814

5 医 療 助 成 費 2,901,403

4 衛 生 費 5,114,211

1 保 健 衛 生 費 1,101,767

2 清 掃 費 4,012,444

5 労 働 費 113,087

1 労 働 費 113,087

6 農 林 水 産 業 費 1,269,035

1 農 業 費 803,990

2 林 業 費 368,412

3 水 産 業 費 96,633

7 商 工 費 3,396,749

1 商 工 費 3,396,749

8 土 木 費 5,433,670

1 土 木 管 理 費 21,008

2 道 路 橋 梁 費 2,503,020

3 河 川 費 335,546

4 都 市 計 画 費 94,729

5 公 園 費 615,126

6 住 宅 費 1,864,241

款 項

一 般 会 計
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金 額
千円

9 港 湾 費 1,141,482

1 港 湾 費 1,141,482

10 消 防 費 687,819

1 消 防 費 687,819

11 教 育 費 4,839,958

1 総 務 費 1,472,450

2 小 学 校 費 678,779

3 中 学 校 費 486,456

4 高 等 学 校 費 65,311

5 幼 稚 園 費 18,437

6 社 会 教 育 費 1,409,773

7 保 健 体 育 費 708,752

12 災 害 復 旧 費 15,000

1 農林水産業施設災害復旧費 4,000

2 土 木 施 設 災 害 復 旧 費 11,000

13 公 債 費 12,749,546

1 公 債 費 12,749,546

14 諸 支 出 金 9,365,824

1 特 別 会 計 繰 出 金 9,365,824

15 職 員 費 11,089,828

1 職 員 費 11,089,828

16 予 備 費 90,000

1 予 備 費 90,000

95,100,000歳 出 合 計

款 項

一 般 会 計
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第２表　　債　務　負　担　行　為

事 項 期 間 限 度 額

千円

人 材 確 保 ・ 定 着 促 進 事 業 費 令和５年度から令和７年度まで １０，８４５

市立美術館企画展開催費補助金 令和５年度 １１，０００

ふ る さ と 納 税 推 進 事 業 費
必要とする当該年度の
予算で措置する額

令和５年度

一 般 会 計
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第３表　　地　　　方　　　債

起 債 の 目 的 限 度 額 起債の方法 利 率 償 還 の 方 法

千円

共 用 車 購 入 費 9,700

市 有 施 設

補 修 ・ 改 修 事 業 費

市 有 地 災 害

防 止 対 策 事 業 費

ア イ ヌ 政 策 推 進

交 付 金 事 業 費

難視聴地域対策事業費 5,300

ア イ ヌ 住 宅 改 良 資 金

貸 付 事 業 費

老人福祉施設整備協力費 23,800 普通貸借

法 人 立 保 育 所 等 又は 　　　　　　５．０％以内

整 備 費 補 助 金

証券発行

火 葬 場 施 設 整 備 費 79,200  

釧 路 広 域 連 合 負 担 金 449,500

新 ご み 最 終 処 分 場

整 備 事 業 費

農 業 用 水 道 管 理 費 30,700

農 村 都 市 交 流 セ ン タ ー

関 連 施 設 費

市 営 牧 場 整 備 費 187,200

農 道 管 理 費 27,800

12,900

1,500

10,100

7,400

1,149,900

政府資金については
その融資条件により、
銀行その他の場合に
は起債の翌日から据
置期間を含め３０年以
内に元利均等その他
の方法により償還す
る。
ただし、財政上の都合
等により繰上償還し、
又は本期間中に未償
還額の範囲内におい
て借り換えることがで
きる。

43,100

18,900

ただし、利率見直
し方式で借り入れる
政府資金及び地方
公共団体金融機構
資金について、利
率の見直しを行った
後においては、当該
見直し後の利率

一 般 会 計
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起 債 の 目 的 限 度 額 起債の方法 利 率 償 還 の 方 法

千円

林 道 管 理 費 2,900

阿寒地域活性化事業費 3,800

阿 寒 町 自 然 休 養 村

施 設 整 備 費

除 雪 グ レ ー ダ 購 入 費 21,300

市 道 整 備 事 業 費 850,600

河 川 機 能 保 全 対 策 費 52,700

低地帯浸水対策事業費 264,700

公 園 整 備 費 79,000

普通貸借

公 営 住 宅 等 建 設 費 656,800

又は 　　　　　　５．０％以内

港 湾 施 設 整 備 費 162,500

証券発行

国直轄港湾工事負担金 571,500

国直轄空港工事負担金 29,500

消 防 施 設 整 備 費 210,000

新 給 食 セ ン タ ー

整 備 事 業 費

中 学 校 施 設 整 備 費 35,600

生 涯 学 習 セ ン タ ー

施 設 整 備 費

大 規 模 運 動 公 園

体 育 施 設 整 備 費

92,300

62,100

政府資金については
その融資条件により、
銀行その他の場合に
は起債の翌日から据
置期間を含め３０年以
内に元利均等その他
の方法により償還す
る。
ただし、財政上の都合
等により繰上償還し、
又は本期間中に未償
還額の範囲内におい
て借り換えることがで
きる。

84,100

39,800

ただし、利率見直
し方式で借り入れる
政府資金及び地方
公共団体金融機構
資金について、利
率の見直しを行った
後においては、当該
見直し後の利率

一 般 会 計
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起 債 の 目 的 限 度 額 起債の方法 利 率 償 還 の 方 法

千円

過 疎 対 策 事 業 債 普通貸借

（ ソ フ ト 分 ）

又は

臨 時 財 政 対 策 債 906,519

証券発行

計 6,472,719 　

290,000
政府資金については
その融資条件により、
銀行その他の場合に
は起債の翌日から据
置期間を含め３０年以
内に元利均等その他
の方法により償還す
る。
ただし、財政上の都合
等により繰上償還し、
又は本期間中に未償
還額の範囲内におい
て借り換えることがで
きる。

　　　　　　５．０％以内

ただし、利率見直
し方式で借り入れる
政府資金及び地方
公共団体金融機構
資金について、利
率の見直しを行った
後においては、当該
見直し後の利率

一 般 会 計

- 13 -





 
 
 
 
 

特 別 会 計 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 





 
 
 
 
 

国民健康保険特別会計  





国民健康保険特別会計 

議案第３号 

令和４年度釧路市国民健康保険特別会計予算 

 

令和４年度釧路市の国民健康保険特別会計の予算は、次に定めるところによる。 

（歳入歳出予算） 

第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ１７，０２５，４２３千円と定める。 

２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予算」

による。 

（一時借入金） 

第２条 地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金の借入の最高額は、    

１，０００，０００千円と定める。 

 

 

  令和４年２月２５日提出 

 

 

釧路市長 蝦 名 大 也   
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第１表　　歳　入　歳　出　予　算

歳　入

金 額
千円

1 国 民 健 康 保 険 収 入 17,025,423

1 国 民 健 康 保 険 料 2,498,482

2 道 支 出 金 12,865,975

3 財 産 収 入 245

4 繰 入 金 1,635,169

5 諸 収 入 25,552

17,025,423

歳　出

金 額
千円

1 国 民 健 康 保 険 費 17,025,423

1 総 務 費 255,982

2 保 険 給 付 費 12,429,137

3 国 民 健 康 保 険 3,926,844

事 業 費 納 付 金

4 共 同 事 業 拠 出 金 5

5 保 健 事 業 費 153,197

6 諸 支 出 金 257,258

7 予 備 費 3,000

17,025,423歳 出 合 計

項

項

款

款

歳 入 合 計

国民健康保険特別会計
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国民健康保険阿寒診療所事業特別会計 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 





国民健康保険阿寒診療所事業特別会計 

議案第４号 

令和４年度釧路市国民健康保険阿寒診療所事業特別会計予算 

 

令和４年度釧路市の国民健康保険阿寒診療所事業特別会計の予算は、次に定めるとこ

ろによる。 

（歳入歳出予算） 

第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ５３２，７０６千円と定める。 

２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予算」

による。 

（地方債） 

第２条 地方自治法第２３０条第１項の規定により起こすことができる地方債の起債

の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、「第２表 地方債」による。 

（一時借入金） 

第３条 地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金の借入の最高額は、    

１５０，０００千円と定める。 

 

 

  令和４年２月２５日提出 

 

 

釧路市長 蝦 名 大 也   
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第１表　　歳　入　歳　出　予　算

歳　入

金 額
千円

1 国 民 健 康 保 険 532,706

阿 寒 診 療 所 事 業 収 入 1 診 療 収 入 158,407

2 使 用 料 及 び 手 数 料 1,381

3 道 支 出 金 6,055

4 繰 入 金 298,050

5 諸 収 入 4,813

6 市 債 64,000

532,706

歳　出

金 額
千円

1 国 民 健 康 保 険 532,706

阿 寒 診 療 所 事 業 費 1 総 務 費 411,301

2 医 業 費 87,680

3 公 債 費 33,225

4 予 備 費 500

532,706歳 出 合 計

款 項

歳 入 合 計

款 項

国民健康保険阿寒診療所事業特別会計

- 24 -



第２表　　地　　　方　　　債

起 債 の 目 的 限 度 額 起債の方法 利 率 償 還 の 方 法

千円

 

計 64,000

施 設 整 備 費 45,700

医 療 機 械 器 具 整 備 費 18,300

政府資金については
その融資条件により、
銀行その他の場合に
は起債の翌日から据
置期間を含め３０年以
内に元利均等その他
の方法により償還す
る。
ただし、財政上の都合
等により繰上償還し、
又は本期間中に未償
還額の範囲内におい
て借り換えることがで
きる。

５．０％以内

普通貸借

又は

証券発行
ただし、利率見直

し方式で借り入れる
政府資金及び地方
公共団体金融機構
資金について、利
率の見直しを行った
後においては、当該
見直し後の利率

国民健康保険阿寒診療所事業特別会計
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国民健康保険音別診療所事業特別会計 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 





国民健康保険音別診療所事業特別会計 

議案第５号 

令和４年度釧路市国民健康保険音別診療所事業特別会計予算 

 

令和４年度釧路市の国民健康保険音別診療所事業特別会計の予算は、次に定めるとこ

ろによる。 

（歳入歳出予算） 

第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ３６１，８６７千円と定める。 

２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予算」

による。 

（地方債） 

第２条 地方自治法第２３０条第１項の規定により起こすことができる地方債の起債

の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、「第２表 地方債」による。 

 （一時借入金） 

第３条 地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金の借入の最高額は、    

３０，０００千円と定める。 

 

 

  令和４年２月２５日提出 

 

 

釧路市長 蝦 名 大 也   
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第１表　　歳　入　歳　出　予　算

歳　入

金 額
千円

1 国 民 健 康 保 険 361,867

音 別 診 療 所 事 業 収 入 1 診 療 収 入 84,537

2 使 用 料 及 び 手 数 料 665

3 道 支 出 金 5,784

4 繰 入 金 258,989

5 諸 収 入 2,392

6 市 債 9,500

361,867

歳　出

金 額
千円

1 国 民 健 康 保 険 361,867

音 別 診 療 所 事 業 費 1 総 務 費 300,692

2 医 業 費 55,362

3 公 債 費 5,413

4 予 備 費 400

361,867

項

歳 出 合 計

項款

款

歳 入 合 計

国民健康保険音別診療所事業特別会計
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第２表　　地　　　方　　　債

起 債 の 目 的 限 度 額 起債の方法 利 率 償 還 の 方 法

千円

 

政府資金については
その融資条件により、
銀行その他の場合に
は起債の翌日から据
置期間を含め３０年以
内に元利均等その他
の方法により償還す
る。
ただし、財政上の都合
等により繰上償還し、
又は本期間中に未償
還額の範囲内におい
て借り換えることがで
きる。

普通貸借

医 療 機 械 器 具 整 備 費 9,500 又は ５．０％以内

証券発行
ただし、利率見直

し方式で借り入れる
政府資金及び地方
公共団体金融機構
資金について、利
率の見直しを行った
後においては、当該
見直し後の利率

国民健康保険音別診療所事業特別会計
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後期高齢者医療特別会計  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 





後期高齢者医療特別会計 

議案第６号 

令和４年度釧路市後期高齢者医療特別会計予算 

 

令和４年度釧路市の後期高齢者医療特別会計の予算は、次に定めるところによる。 

（歳入歳出予算） 

第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ２，６６３，７６４千円と定める。 

２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予算」

による。 

（一時借入金） 

第２条 地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金の借入の最高額は、    

１００，０００千円と定める。 

 

 

  令和４年２月２５日提出 

 

 

釧路市長 蝦 名 大 也   
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第１表　　歳　入　歳　出　予　算

歳　入

金 額
千円

1 後 期 高 齢 者 医 療 収 入 2,663,764

1 後 期 高 齢 者 医 療 保 険 料 1,898,179

2 繰 入 金 718,118

3 繰 越 金 1

4 諸 収 入 47,466

2,663,764

歳　出

金 額
千円

1 後 期 高 齢 者 医 療 費 2,663,764

1 総 務 費 62,349

2 後 期 高 齢 者 医 療 2,596,315

広 域 連 合 納 付 金

3 諸 支 出 金 5,100

2,663,764歳 出 合 計

款

款

歳 入 合 計

項

項

後期高齢者医療特別会計
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介 護 保 険 特 別 会 計 





介護保険特別会計 

議案第７号 

令和４年度釧路市介護保険特別会計予算 

 

令和４年度釧路市の介護保険特別会計の予算は、次に定めるところによる。 

（歳入歳出予算） 

第１条 保険事業勘定歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ１７，２２９，８６０

千円と、介護サービス事業勘定歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ９２，７２

１千円と定める。 

２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予算」

による。 

（一時借入金） 

第２条 地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金の借入の最高額は、    

５００，０００千円と定める。 

 

 

  令和４年２月２５日提出 

 

 

釧路市長 蝦 名 大 也   
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第１表　　歳　入　歳　出　予　算

(保険事業勘定）

歳　入

金 額
千円

1 介 護 保 険 収 入 17,229,860

1 介 護 保 険 料 3,115,549

2 国 庫 支 出 金 4,197,859

3 支 払 基 金 交 付 金 4,425,497

4 道 支 出 金 2,421,739

5 財 産 収 入 3,246

6 繰 入 金 3,063,925

7 繰 越 金 1

8 諸 収 入 2,044

17,229,860

歳　出

金 額
千円

1 介 護 保 険 費 17,229,860

1 総 務 費 481,664

2 保 険 給 付 費 15,852,628

3 地 域 支 援 事 業 費 853,168

4 基 金 積 立 金 3,246

5 諸 支 出 金 39,154

17,229,860

項

歳 出 合 計

項款

款

歳 入 合 計

介護保険特別会計
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(介護サービス事業勘定）

歳　入

金 額
千円

1 介護サービス事業収入 92,721

1 サ ー ビ ス 収 入 55,694

2 道 支 出 金 289

3 繰 入 金 35,804

4 繰 越 金 1

5 諸 収 入 933

92,721

歳　出

金 額
千円

1 介 護 サ ー ビ ス 事 業 費 92,721

1 総 務 費 10,300

2 サ ー ビ ス 事 業 費 81,449

3 公 債 費 971

4 諸 支 出 金 1

92,721

項

歳 出 合 計

項款

款

歳 入 合 計

介護保険特別会計
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魚揚場事業特別会計 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 





魚揚場事業特別会計 

議案第８号 

令和４年度釧路市魚揚場事業特別会計予算 

 

令和４年度釧路市の魚揚場事業特別会計の予算は、次に定めるところによる。 

（歳入歳出予算） 

第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ２０２，８９０千円と定める。 

２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予算」

による。 

（地方債） 

第２条 地方自治法第２３０条第１項の規定により起こすことができる地方債の起債

の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、「第２表 地方債」による。 

（一時借入金） 

第３条 地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金の借入の最高額は、    

１００，０００千円と定める。 

 

 

  令和４年２月２５日提出 

 

 

釧路市長 蝦 名 大 也   
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第１表　　歳　入　歳　出　予　算

歳　入

金 額
千円

1 魚 揚 場 事 業 収 入 202,890

1 使 用 料 及 び 手 数 料 61,832

2 分 担 金 及 び 負 担 金 2,328

3 国 庫 支 出 金 50,000

4 財 産 収 入 1,843

5 繰 入 金 49,654

6 諸 収 入 8,533

7 市 債 28,700

202,890

歳　出

金 額
千円

1 魚 揚 場 事 業 費 202,890

1 事 業 費 201,482

2 公 債 費 908

3 予 備 費 500

202,890歳 出 合 計

款 項

歳 入 合 計

款 項

魚揚場事業特別会計
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第２表　　地　　　方　　　債

起 債 の 目 的 限 度 額 起債の方法 利 率 償 還 の 方 法

千円

 

（ 仮 称 ） 第 ８ 魚 揚 場
施 設 整 備 費

政府資金については
その融資条件により、
銀行その他の場合に
は起債の翌日から据
置期間を含め３０年以
内に元利均等その他
の方法により償還す
る。
ただし、財政上の都合
等により繰上償還し、
又は本期間中に未償
還額の範囲内におい
て借り換えることがで
きる。

普通貸借

28,700 又は ５．０％以内

証券発行
ただし、利率見直

し方式で借り入れる
政府資金及び地方
公共団体金融機構
資金について、利
率の見直しを行った
後においては、当該
見直し後の利率

魚揚場事業特別会計
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駐車場事業特別会計 





駐車場事業特別会計 

議案第９号 

令和４年度釧路市駐車場事業特別会計予算 

 

令和４年度釧路市の駐車場事業特別会計の予算は、次に定めるところによる。 

（歳入歳出予算） 

第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ１３５，５４０千円と定める。 

２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予算」

による。 

（一時借入金） 

第２条 地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金の借入の最高額は、    

１００，０００千円と定める。 

 

 

  令和４年２月２５日提出 

 

 

釧路市長 蝦 名 大 也   
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第１表　　歳　入　歳　出　予　算

歳　入

金 額
千円

1 駐 車 場 事 業 収 入 135,540

1 事 業 収 入 91,731

2 財 産 収 入 577

3 繰 入 金 42,414

4 諸 収 入 818

135,540

歳　出

金 額
千円

1 駐 車 場 事 業 費 135,540

1 事 業 費 130,540

2 予 備 費 5,000

135,540歳 出 合 計

項

款

款

歳 入 合 計

項

駐車場事業特別会計
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動物園事業特別会計 





動物園事業特別会計 

議案第１０号 

令和４年度釧路市動物園事業特別会計予算 

 

令和４年度釧路市の動物園事業特別会計の予算は、次に定めるところによる。 

（歳入歳出予算） 

第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ４３９，９５５千円と定める。 

２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予算」

による。 

（一時借入金） 

第２条 地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金の借入の最高額は、    

１００，０００千円と定める。 

 

 

  令和４年２月２５日提出 

 

 

釧路市長 蝦 名 大 也   
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第１表　　歳　入　歳　出　予　算

歳　入

金 額
千円

1 動 物 園 事 業 収 入 439,955

1 使 用 料 及 び 手 数 料 59,338

2 道 支 出 金 720

3 財 産 収 入 68

4 寄 附 金 1

5 繰 入 金 379,763

6 繰 越 金 1

7 諸 収 入 64

439,955

歳　出

金 額
千円

1 動 物 園 事 業 費 439,955

1 事 業 費 421,006

2 公 債 費 15,949

3 予 備 費 3,000

439,955

項

歳 出 合 計

項款

款

歳 入 合 計

動物園事業特別会計
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企 業 会 計 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 





 
 
 
 
 

病 院 事 業 会 計 





病院事業会計 

議案第１１号 

 

令和４年度釧路市病院事業会計予算 

 

（総則） 

第１条 令和４年度釧路市病院事業会計の予算は、次に定めるところによる。 

（業務の予定量） 

第２条 業務の予定量は、次のとおりとする。 

（１）病 床 数 ６４３床 

ア 一 般 病 床 ５３５床 

イ 精 神 病 床 ９４床 

ウ 感 染 症 病 床 ４床 

エ 結 核 病 床 １０床 

（２）患 者 数 

区   分 年 間 延 患 者 数 一 日 平 均 患 者 数 

 人 人 

入 院 患 者 

外 来 患 者 

１６６，８０５ 

２７９，４５０ 

４５７ 

１，１５０ 

計 ４４６，２５５ １，６０７ 

（３）主要な建設改良事業 

  ア 病 院 増 改 築     １９４，１２８千円 

イ 院 舎 改 修     ３３０，０００千円 

ウ 医 療 機 械 等 整 備   １，４７０，０００千円 

（収益的収入及び支出） 

第３条 収益的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める。 

収      入 

第１款 病 院 事 業 収 益 １８，１０３，６６８千円 

第１項 医  業  収  益 １５，９９３，５７０千円 

第２項 医 業 外 収 益 １，８７９，１４１千円 

第３項 高 等 看 護 学 院 収 益 １１０，９５６千円 

第４項 特 別 利 益 １２０，００１千円 

支      出 

第１款 病 院 事 業 費 用 １９，１７３，８６８千円 

第１項 医  業  費  用 １８，６６１，３９１千円 

第２項 医 業 外 費 用 ２３６，９９６千円 

第３項 高 等 看 護 学 院 費 用 １１０，９５６千円 

第４項 特  別  損  失 １６４，５２５千円 
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病院事業会計 

（資本的収入及び支出） 

第４条 資本的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める（資本的収入額が資本的支出額 

に対し不足する額１，０６７，５０６千円は、当年度分資本的収支調整額２，３６８千円及

び過年度分損益勘定留保資金１，０６５，１３８千円で補塡するものとする。）。 

収      入 

第１款 資 本 的 収 入 １，８０１，４５４千円 

第１項 企 業 債 １，８００，０００千円 

第２項 固 定 資 産 売 却 代 金 １千円 

第３項 寄 附 金 １千円 

第４項 投 資 １，４５２千円 

支      出 

第１款 資 本 的 支 出 ２，８６８，９６０千円 

第１項 建 設 改 良 費 １，９９４，１２８千円 

第２項 企 業 債 償 還 金 ７９９，５４６千円 

第３項 投 資 ７４，９７６千円 

第４項 基 金 積 立 金 １０千円 

第５項 道補助金消費税返還金 ３００千円 

（企業債） 

第５条 起債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、次のとおりと定める。 

起 債 の 目 的 限  度  額 起債の方法 利 率 償 還 の 方 法 

 千円    

院 舎 増 改 築 費 

 

医療機械等整備費 

３３０，０００ 

 

１，４７０，０００ 

普通貸借 

 

又 は 

 

証券発行 

５．０％ 

以内 

 
ただし、利

率見直し方

式で借り入

れる政府資

金及び地方

公共団体金

融機構資金

について、

利率の見直

しを行った

後において

は、当該見

直し後の利

率 

政府資金については

その融資条件によ

り、銀行その他の場

合には起債の翌日か

ら据置期間を含め３

０年以内に元利均等

その他の方法により

償還する。 

ただし、財政上の都

合等により繰上償還

し、又は本期間中に

未償還額の範囲内に

おいて借り換えるこ

とができる。 計 １，８００，０００  

（一時借入金） 

第６条 一時借入金の限度額は、２，０００，０００千円と定める。 

（予定支出の各項の経費の金額の流用） 

第７条 予定支出の各項の経費の金額を流用することができる場合は、次のとおりと定める。 

（１）消費税及び地方消費税に不足が生じた場合 

（議会の議決を経なければ流用することのできない経費） 

第８条 次に掲げる経費については、これらの経費の金額をこれら以外の経費の金額に流用し、 
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又はこれら以外の経費の金額をこれらの経費の金額に流用する場合は、議会の議決を経なけ

ればならない。 

（１）職 員 給 与 費 ８，８０２，８２１千円 

（２）交 際 費 １，０００千円 

（たな卸資産購入限度額） 

第９条 たな卸資産の購入限度額は、３，２００，０７８千円と定める。 

（重要な資産の取得） 

第１０条 重要な資産の取得は、次のとおりとする。 

種   類 名       称 数 量 

医  療  機  械 

高 精 度 放 射 線 治 療 シ ス テ ム 

血 管 造 影 シ ス テ ム 

手 術 用 顕 微 鏡 

カ テ ー テ ル ア ブ レ ー シ ョ ン 治 療 装 置 

人 工 腎 臓 装 置 

セ ン ト ラ ル モ ニ タ 

１ 式 

１ 式 

１ 式 

１ 式 

１ 式 

１ 式 

 
 

  令和４年２月２５日提出 

 

釧路市長 蝦 名 大 也 
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水道事業会計 

議案第１２号 

 

令和４年度釧路市水道事業会計予算 

 

（総則） 

第１条 令和４年度釧路市水道事業会計の予算は、次に定めるところによる。 

（業務の予定量） 

第２条 業務の予定量は、次のとおりとする。 

（１）総  配  水  量 ２０，３５４千㎥ 

（２）一 日 平 均 配 水 量 ５５，７６４㎥ 

（３）給  水  戸  数 ９１，１２６戸 

（４）主要な建設改良事業 

ア 管 路 布 設 ６，２４１ｍ 

イ 浄 水 場 整 備          ３か所 

（収益的収入及び支出） 

第３条 収益的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める。 

収      入 

第１款 水 道 事 業 収 益 ５，３６５，９３３千円 

第１項 営 業 収 益 ４，８４２，３８２千円 

第２項 営 業 外 収 益 ５２３，５５１千円 

支      出 

第１款 水 道 事 業 費 用 ４，４６５，２７４千円 

第１項 営 業 費 用 ４，２３６，９２２千円 

第２項 営 業 外 費 用 ２２８，３５２千円 

（資本的収入及び支出） 

第４条 資本的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める（資本的収入額が資本的支出額

に対し不足する額３，０３９，６５２千円は、当年度分資本的収支調整額３２０，８９２千

円、当年度分損益勘定留保資金１，９１５，１６６千円、減債積立金５６７，１０９千円及

び建設改良積立金２３６，４８５千円で補塡するものとする。）。 

収      入 

第１款 資 本 的 収 入 ３，３５３，８１５千円 

第１項 企 業 債 ２，６５９，５００千円 

第２項 他 会 計 負 担 金 ３６，９３８千円 

第３項 工 事 負 担 金 ４，６８０千円 

第４項 国 庫 補 助 金 ６５２，６９７千円 

支      出 

第１款 資 本 的 支 出 ６，３９３，４６７千円 

第１項 建 設 改 良 費 ４，７５２，４５３千円 

第２項 企 業 債 償 還 金 １，６４１，０１４千円 
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（継続費） 

第５条 継続費の総額及び年割額は、次のとおりと定める。 

款 項 事 業 名 総  額 年度 年 割 額 

１資本的 

支 出 

１建 設 

改良費 

導 水 管 路 

環 境 調 査 業 務 

（ 第 ３ 期 ） 

千円 
 

２８，４１３ 
令和４ 

千円 

１，７７１ 

令和５ ２６，６４２ 

（債務負担行為） 

第６条 債務負担行為をすることができる事項、期間及び限度額は、次のとおりと定める。 

事     項 期   間 限 度 額 

配水管整備事業費 
令和５年度から 

令和６年度まで 
１，０３６，２１１千円 

（企業債） 

第７条 起債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、次のとおりと定める。 

起 債 の 目 的 限 度 額 起債の方法 利 率 償 還 の 方 法 

 千円    

上 水 道 第 ３ 回 

拡 張 事 業 費 
１，１１９，６００ 

普通貸借 

 

又 は 

 

証券発行 

５．０％ 

以内 

 
ただし、利

率見直し方

式で借り入

れる政府資

金及び地方

公共団体金

融機構資金

について、

利率の見直

しを行った

後において

は、当該見

直し後の利

率 

政府資金については

その融資条件によ

り、銀行その他の場

合には起債の翌日か

ら据置期間を含め４

０年以内に元利均等

その他の方法により

償還する。 

ただし、財政上の都

合等により繰上償還

し、又は本期間中に

未償還額の範囲内に

おいて借り換えるこ

とができる。 

上 水 道 配 水 管 

整 備 事 業 費 
１，３１５，４００ 

上 水 道 浄 水 場 

施設整備事業費 
１９３，４００ 

簡 易 水 道 

整 備 事 業 費 
３１，１００ 

計 ２，６５９，５００  

（一時借入金） 

第８条 一時借入金の限度額は、１，０００，０００千円と定める。 

（予定支出の各項の経費の金額の流用） 

第９条 予定支出の各項の経費の金額を流用することができる場合は、次のとおりと定める。 

（１）消費税及び地方消費税に不足が生じた場合 

（議会の議決を経なければ流用することのできない経費） 

第１０条 次に掲げる経費については、これらの経費の金額をこれら以外の経費の金額に流用

し、又はこれら以外の経費の金額をこれらの経費の金額に流用する場合は、議会の議決を経

なければならない。 

（１）職 員 給 与 費 ６７３，４２９千円 

（２）交  際  費 １００千円 
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（他会計からの補助金） 

第１１条 簡易水道事業運営のため、一般会計からこの会計へ補助を受ける金額は、７０４千

円である。 

（たな卸資産購入限度額） 

第１２条 たな卸資産の購入限度額は、３００，０００千円と定める。 

 

  令和４年２月２５日提出 

 

釧路市長 蝦 名 大 也 
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工業用水道事業会計 

議案第１３号 

 

令和４年度釧路市工業用水道事業会計予算 

 

（総則） 

第１条 令和４年度釧路市工業用水道事業会計の予算は、次に定めるところによる。 

（業務の予定量） 

第２条 業務の予定量は、次のとおりとする。 

（１）給 水 事 業 所 数 ４か所 

（２）総 給 水 量 ３，１３９千㎥ 

（３）一 日 平 均 給 水 量 ８，６００㎥ 

（４）主要な建設改良事業 

ア 導水管等更新実施設計        １式 

（収益的収入及び支出） 

第３条 収益的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める。 

収      入 

第１款 工業用水道事業収益 ６７，９５９千円 

第１項 営 業 収 益 ６５，６０５千円 

第２項 営 業 外 収 益 ２，３５４千円 

支      出 

第１款 工業用水道事業費用 ６５，３０３千円 

第１項 営 業 費 用 ６１，４１５千円 

第２項 営 業 外 費 用 ３，８８８千円 

（資本的支出） 

第４条 資本的支出の予定額は、次のとおりと定める（資本的収入額が資本的支出額に対し不

足する額１３，０７２千円は、当年度分資本的収支調整額９４２千円及び過年度分損益勘定

留保資金１２，１３０千円で補塡するものとする。）。 

支      出 

第１款 資 本 的 支 出 １３，０７２千円 

第１項 建 設 改 良 費 １０，３６０千円 

第２項 企 業 債 償 還 金 ２，７１２千円 

（一時借入金） 

第５条 一時借入金の限度額は、５０，０００千円と定める。 

（予定支出の各項の経費の金額の流用） 

第６条 予定支出の各項の経費の金額を流用することができる場合は、次のとおりと定める。 

（１）消費税及び地方消費税に不足が生じた場合 

（議会の議決を経なければ流用することのできない経費） 

第７条 次に掲げる経費については、その経費の金額をそれ以外の経費の金額に流用し、又は

それ以外の経費の金額をその経費の金額に流用する場合は、議会の議決を経なければならな
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い。 

（１）職 員 給 与 費 ８，９１０千円 

 

  令和４年２月２５日提出 

 

釧路市長 蝦 名 大 也 
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下水道事業会計 

議案第１４号 

 

令和４年度釧路市下水道事業会計予算 

 

（総則） 

第１条 令和４年度釧路市下水道事業会計の予算は、次に定めるところによる。 

（業務の予定量） 

第２条 業務の予定量は、次のとおりとする。 

（１）総  処  理  水  量 ２８，５８５千㎥ 

（２）主要な建設改良事業 

ア 管 渠 布 設 １，２０７ｍ 

イ 処 理 場 整 備 ６か所 

ウ ポ ン プ 場 整 備 ２か所 

（収益的収入及び支出） 

第３条 収益的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める。 

収      入 

第１款 下 水 道 事 業 収 益 ７，４２０，７１８千円 

第１項 営 業 収 益 ５，２８１，６５１千円 

第２項 営 業 外 収 益 ２，１３９，０６７千円 

支      出 

第１款 下 水 道 事 業 費 用 ６，７５２，６１７千円 

第１項 営 業 費 用 ６，０４９，２５７千円 

第２項 営 業 外 費 用 ３６８，７６９千円 

第３項 特 別 損 失            ３３４，５９１千円 

（資本的収入及び支出） 

第４条 資本的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める（資本的収入額が資本的支出額

に対し不足する額２，４３１，７９９千円は、当年度分資本的収支調整額１２４，６２６千

円、当年度分損益勘定留保資金１，７３６，２９３千円及び減債積立金５７０，８８０千円

で補塡するものとする。）。 

収      入 

第１款 資 本 的 収 入 ２，２３６，８６６千円 

第１項 企  業  債 １，３５４，１００千円 

第２項 国 庫 補 助 金 ８６２，９００千円 

第３項 他 会 計 補 助 金 １４，６７０千円 

第４項 分担金及び負担金 ５，１９６千円 

支      出 

第１款 資 本 的 支 出 ４，６６８，６６５千円 

第１項 建 設 改 良 費 ２，４３６，０５０千円 

第２項 企 業 債 償 還 金 ２，２２６，６１５千円 
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第３項 国庫補助金返還金              ６，０００千円 

（継続費） 

第５条 継続費の総額及び年割額は、次のとおりと定める。 

款 項 事 業 名 総  額 年度 年 割 額 

１資本的 

支 出 

１建 設 

改良費 

古川終末処理場 

ボイラ設備更新 

千円 
 

１４０，０００ 
令和４ 

千円 

８４，０００ 

令和５ ５６，０００ 

（企業債） 

第６条 起債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、次のとおりと定める。 

起 債 の 目 的 限 度 額 起債の方法 利 率 償 還 の 方 法 

 千円    

 

 

下水道建設事業費 

 

 

 

 

 

１，３５４，１００ 

 

 

 

普通貸借 

 

又 は 

 

証券発行 

 

５．０％ 

以内 

 
ただし、利

率見直し方

式で借り入

れる政府資

金及び地方

公共団体金

融機構資金

について、

利率の見直

しを行った

後において

は、当該見

直し後の利

率 

政府資金については

その融資条件によ

り、銀行その他の場

合には起債の翌日か

ら据置期間を含め４

０年以内に元利均等

その他の方法により

償還する。 

ただし、財政上の都

合等により繰上償還

し、又は本期間中に

未償還額の範囲内に

おいて借り換えるこ

とができる。 計 １，３５４，１００  

（一時借入金） 

第７条 一時借入金の限度額は、１，０００，０００千円と定める。 

（予定支出の各項の経費の金額の流用）  

第８条 予定支出の各項の経費の金額を流用することができる場合は、次のとおりと定める。 

（１）消費税及び地方消費税に不足が生じた場合 

（議会の議決を経なければ流用することのできない経費） 

第９条 次に掲げる経費については、これらの経費の金額をこれら以外の経費の金額に流用し、

又はこれら以外の経費の金額をこれらの経費の金額に流用する場合は、議会の議決を経なけ

ればならない。 

（１）職 員 給 与 費 ７４６，０７１千円 

（２）交  際  費 １００千円 

（他会計からの補助金） 

第１０条 下水道事業の建設事業費及び汚水処理費等支払のため、一般会計からこの会計へ補

助を受ける金額は、１４，６７０千円及び３２，４７０千円である。 
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  令和４年２月２５日提出 

 

釧路市長 蝦 名 大 也 
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公設地方卸売市場事業会計 

議案第１５号 

 

令和４年度釧路市公設地方卸売市場事業会計予算 

 

（総則） 

第１条 令和４年度釧路市公設地方卸売市場事業会計の予算は、次に定めるところによる。 

（業務の予定量） 

第２条 業務の予定量は、次のとおりとする。 

（１）経 常 業 務 

ア 青 果 物 取 扱 高  ９，５０４，０００千円 

イ 花 き 取 扱 高  ４９５，０００千円 

ウ 市 場 施 設 売 場 ６，４０４㎡ 

 貸 室 １，９５７㎡ 

（２）主要な建設改良事業 

   ア 雨水管汚水管等改修 ２２０，０００千円 

   イ 冷 蔵 倉 庫 建 設 ５，４３４千円 

（収益的収入及び支出） 

第３条 収益的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める。 

収      入 

第１款 市 場 事 業 収 益 １１６，７８８千円 

第１項 営 業 収 益 ６５，３５４千円 

第２項 営 業 外 収 益 ５１，４３４千円 

           支      出 

第１款 市 場 事 業 費 用 ８９，３０７千円 

第１項 営 業 費 用 ８８，８３１千円 

第２項 営 業 外 費 用 ４７６千円 

（資本的収入及び支出） 

第４条 資本的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める（資本的収入額が資本的支出額

に対し不足する額２４，９５６千円は、減債積立金２４，９５６千円で補塡するものとす

る。）。 

収      入 

第１款 資 本 的 収 入 ２３１，０５４千円 

第１項 企 業 債           ２２０，０００千円 

第２項 他 会 計 補 助 金 １１，０５４千円 

支      出 

第１款 資 本 的 支 出 ２５６，０１０千円 

第１項 建 設 改 良 費           ２３３，９０２千円 

第２項 企 業 債 償 還 金 ２２，１０８千円 
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（企業債） 

第５条 起債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、次のとおりと定める。 

起 債 の 目 的 限  度  額 起債の方法 利 率 償 還 の 方 法 

 千円    

雨水管汚水管等 

改 修 工 事 費 
２２０，０００ 

普通貸借 

 

又 は 

 

証券発行 

５．０％ 

以内 

 
ただし、利

率見直し方

式で借り入

れる政府資

金及び地方

公共団体金

融機構資金

について、

利率の見直

しを行った

後において

は、当該見

直し後の利

率 

政府資金については

その融資条件によ

り、銀行その他の場

合には起債の翌日か

ら措置期間を含め４

０年以内に元利均等

その他の方法により

償還する。 

ただし、財政上の都

合等により繰上償還

し、又は本期間中に

未償還額の範囲内に

おいて借り換えるこ

とができる。 
計 ２２０，０００ 

 

（一時借入金） 

第６条 一時借入金の限度額は、１００，０００千円と定める。 

（予定支出の各項の経費の金額の流用） 

第７条 予定支出の各項の経費の金額を流用することができる場合は、次のとおりと定める。 

（１）消費税及び地方消費税に不足が生じた場合 

（議会の議決を経なければ流用することのできない経費） 

第８条 次に掲げる経費については、これらの経費の金額をこれら以外の経費の金額に流用し、

又はこれら以外の経費の金額をこれらの経費の金額に流用する場合は、議会の議決を経なけ

ればならない。 

（１）職 員 給 与 費 ７，８９０千円 

（２）交 際 費 １０千円 

（他会計からの補助金） 

第９条 企業債元金の償還及び営業費用等支払のため、一般会計からこの会計へ補助を受ける

金額は、１１，０５４千円及び１７，０９１千円である。 

 

  令和４年２月２５日提出 

 

釧路市長 蝦 名 大 也 
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港湾整備事業会計 

議案第１６号 

 

令和４年度釧路市港湾整備事業会計予算 

 

（総則） 

第１条 令和４年度釧路市港湾整備事業会計の予算は、次に定めるところによる。 

（業務の予定量） 

第２条 業務の予定量は、次のとおりとする。 

（１）経 常 業 務 

ア 上 屋 上屋貸付 １２棟 

 オープンヤード貸付 １０５，７０９㎡ 

イ 船 舶 給 水 年間給水量 ３３，０００㎥ 

ウ 荷 役 機 械 石炭荷役機械貸付 １基 

 ガントリークレーン貸付     １基 

エ 土 地 売 却 売却面積 西港区       ５，０００㎡ 

オ 土 地 賃 貸 貸付換算面積       ２１９，１５４㎡ 

（収益的収入及び支出） 

第３条 収益的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める。 

収      入 

第１款 施 設 運 営 事 業 収 益 ５２０，５３４千円 

第１項 営 業 収 益 ５１３，６５４千円 

第２項 営 業 外 収 益 ６，８８０千円 

第２款 埋 立 事 業 収 益 １６９，４２４千円 

第１項 営 業 収 益 １６９，４２４千円 

合 計 ６８９，９５８千円 

支      出 

第１款 施 設 運 営 事 業 費 用 ５７９，２５８千円 

第１項 営 業 費 用 ５３８，８７８千円 

第２項 営 業 外 費 用 ４０，３８０千円 

第２款 埋 立 事 業 費 用 ６９，１９９千円 

第１項 営 業 費 用 ６７，３４２千円 

第２項 営 業 外 費 用 １，８５７千円 

合 計 ６４８，４５７千円 

（資本的支出） 

第４条 資本的支出の予定額は、次のとおりと定める（資本的収入額が資本的支出額に対し不

足する額２６６，５８４千円は、当年度分資本的収支調整額２，０６６千円、過年度分損益

勘定留保資金１６９，１１８千円及び減債積立金９５，４００千円で補塡するものとする。）。 

支      出 

第１款 資 本 的 支 出 ２６６，５８４千円 
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第１項 建 設 改 良 費 ２２，７１７千円 

第２項 企 業 債 償 還 金 ２４３，８６７千円 

（債務負担行為） 

第５条 債務負担行為をすることができる事項、期間及び限度額は、次のとおりと定める。 

事     項 期   間 限 度 額 

港湾施設業務等委託費 
令和５年度から 

令和６年度まで 
１８３，３５２千円 

（一時借入金） 

第６条 一時借入金の限度額は、１００，０００千円と定める。 

（予定支出の各項の経費の金額の流用） 

第７条 予定支出の各項の経費の金額を流用することができる場合は、次のとおりと定める。 

（１）消費税及び地方消費税に不足が生じた場合 

（議会の議決を経なければ流用することのできない経費） 

第８条 次に掲げる経費については、その経費の金額をそれ以外の経費の金額に流用し、又は

それ以外の経費の金額をその経費の金額に流用する場合は、議会の議決を経なければならな

い。 

（１）職 員 給 与 費 ４２，８４０千円 

（重要な資産の処分） 

第９条 重要な資産の処分は、次のとおりとする。 

種 類 名 称 数 量 処分の態様 

土 地 西港区造成地 ５，０００㎡ 売 払 い 

 

  令和４年２月２５日提出 

 

釧路市長 蝦 名 大 也 
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